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2020年3月期 第２四半期

決算概要とトピックス
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グローバル事業 2019年3月期
第２四半期

2020年3月期
第２四半期 前年同

四半期比
（単位：百万円） 金額 売上比率 金額 売上比率

売 上 高 1,082 100.0% 1,287 100.0% 121.2%

営 業 利 益 197 18.2% 248 19.3% 125.8%

2020年3月期 第２四半期 決算概況（セグメント別）

• 2020年3月期第2四半期決算におけるセグメント売上高営業利益は、前年同期比125.8％を達成。

• レノボ社に代表される、既存のピラー顧客の受注拡大に加え、大手自動車メーカー向けテスト自動化
ソリューションや、モバイル＆クラウド等の、アセット化した開発基盤を用いた収益性の高い案件が
伸長したことが奏功し、セグメント売上高・営業利益ともに増収増益を達成。

• エンタープライズ事業部においても、金融・公共を中心とした新規および既存プロジェクトが急拡大、
昨年度より本格稼働した人材のプラットフォーム化や、中途を含めた積極的な採用活動により営業利
益が堅調に推移（前年同期比約1.9倍）。

• 大手コンピューターゲーム開発・製造メーカー向けのサーバー保守運用等、メディカル事業同様、
サブスク型のストックビジネスに注力。

• 昨年度からの戦略的投資（人員/R&D）により、大手監査法人系コンサルティンググループへのAI
チャットボットの横串的展開に代表される、投資効果が顕在化。
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今後のビジョンと成長戦略
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◆本発表において提供される資料ならびに情報は、当社による現時点における

推定または見込みに基づいた将来展望についても言及しております。

◆これら将来展望に関する表明の中には、様々なリスクや不確実性が内在します。

それらのリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、為替変動

といった国内および国際的な経済状況が含まれ、将来の展望に関する表明に含

まれる内容と異なる結果を引き起こす可能性がございます。

◆当社の実際の将来における事業内容や業績等は、本資料に記載されている将来

展望と異なる場合がございます。

◆本資料における将来展望に関する表明は、利用可能な情報に基づいて当社によ

りなされたものであり、今後、新しい情報や将来の出来事等があった場合であ

っても、将来展望に関するいかなる記載も更新し、修正を行う義務を負うもの

ではございません。

将来見通しに関する注意事項
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